
虐待を疑った場合の学校・幼稚園・保育所での対応 

                  ○「どこの家庭でも起こりうる」との問題認識 

    ○虐待を見逃さない→チェックリストの活用 
    ○子どもの安全を守る視点 
    ○一人で抱え込まない 
    ○虐待を証明する必要はない 

虐待の疑い 

①組織内で相談・報告（同僚・管理職） 

 

②組織内での検討・共通認識（関係教職員） 
                  ○情報の集約 
      ○現状の分析（子どもの状況、家族の状況） 

 

 ③組織的な対応（支援チーム会） 
   ○情報収集と課題の分析 
   ○キーパーソンの検討等 
   ○子どもや家庭への組織的対応 

④通告・連絡・相談（市町村の児童相談担当課や 

                児童相談所、教育委員会など） 
   ○必要に応じて、子どもや保護者への説明 

⑤関係機関との連携 
  ○情報の共有 
  ○組織としての役割分担 

記
録
を
残
す
（
い
つ
・
ど
こ
で
・
だ
れ
が
・
だ
れ
に
・
な
に
を
・
ど
の
よ
う
に) 

『教職員のための児童虐待対応ガイドライン』高知県教育委員会（平成２０年８月）より 



体や身なり 

□ 不自然なケガ（あざ、やけど等）がある、または、必要な治療がなされていない 
□ 低身長、低体重、などの発育不良が見られる 
□ 急激な体重の変化が見られる 
□ 過食または食べ物への執着が異常に強い 
□ むさぼりつくような食べ方をする 
□ 拒食または栄養状態がよくない 
□ 下腹部の痛みを訴える 
□ 性器を痛がったり、かゆがったりする 
□ 衣服や頭髪、身体がいつも不潔である 
□ 季節にそぐわない服装をしている 

心の様子 

□ ぐずる 
□ 暗い、元気がない、表情が乏しい 
□ 怯える 
□ いったんハメをはずすと歯止めが利かない 
□ イライラしたり、感情を抑えられない 
□ 落ち着きがない、情緒の起伏が激しい 
□ 自己中心的な傾向が見られる 

友だちとの 
関わり 

□ 威圧的、攻撃的な態度を示す 
□ 粗暴な言葉遣いをする 
□ けんかやいじめ、脅しが見られる 
□ 遊びが長続きしない 
□ 友だち関係がうまくつくれない、または、集団から浮いてしまう 
□ 心を閉ざして人を寄せ付けない 
□ あからさまに人に嫌われるような言動が見られる 
□ 身体的接触や接近をさける、または、逆に好む 
□ 異性に対する不自然な反応が見られる 

教職員との 
関わり 

□ 顔色をうかがったり、ためし行動をする 
□ 異常に甘える、離れたがらない 
□ 独占しようとする 
□ 教職員がいるときといないときの態度が全然違う 
□ 身体的接触を避ける 
□ 異性の教職員に不自然な反応をする 

親（家族） 
との関わり 

□ 顔色をうかがう、怯える 
□ 親と離れると表情が明るい 
□ 親（家族）の話題になると過度に緊張する 
□ 親をかばう発言がある 
□ 家族に対して必要以上に世話をやく 

その他 

□ 遅刻、早退、エスケープなどが増えた 
□ 登下校の時間帯がいつもと違う 
□ 行事等に参加しない傾向が見られる 
□ 忘れ物が増えた、または、提出物の未提出が増えた 
□ 外泊、家出、深夜徘徊をする 
□ 他人への暴力、器物損壊などが見られる 
□ リストカットなど自傷行為が見られる 
□ 小動物（植物）へのいじめ、虐待がある 
□ 虚言癖、盗癖がある 
□ 年齢不相応な性的関心や言動が見られる 

児童生徒用チェックリスト 
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